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2) 医学部精神神経医学講座 と の共同研究 と し て ，
分裂病モ デ、ル ラ ッ ト の反応時間 に 関 す る 実験心理

学的研究 を 行 っ た .
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⑥ 研究概要
1) 古 代ギ リ シ ア 史

⑥ 原 著
1) 高 畠 純夫 : 葬儀令 と ア テ ナ イ . 史 潮 新25号 :

83-95， 1989. 
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⑨ 研究概要
従来か ら の ， 付) r 医療保障」 論 と ， (ロ) r 医事 ・ 薬
事法」 の研究 を お こ な っ て い る . 前者 は ， 社会保

障法 に お け る 医療保障の理念 と 体系 を 考察す る も

の で あ り ， 後者 は 独 自 の 法領域 と し て の 医事 ・ 薬

事法の体系化 を 意図 す る も の で あ る .
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⑨ 研究概要
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究員 と し て Joh ns Hop ki ns 大学心理学教室 に 滞

在 し ， ラ ッ ト の作業記憶の神経機構 に 関す る 生理
心理学的研究 を 行 っ た .

裂病モ デ ル の 開発 . 第11回 日 本生物学的精神学

会， 1989， 3 ， 東京.
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会， 1989， 10， 新潟.
3) Sakurai， Y. ，  Pang， K.， and Olton， D.S . : Spingle 
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ory task. 18th Society for N euroscien ce Annual 

Meeting， 1989， 11 ， Phoenix， U.S.A. 
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⑨ 研究概要
南部徳盛 :
1) 退化型非線形放物型方程式の研究 :

学

非線形放物型方程式 の 中 で， 非線形拡散項が O
と 消 え る 方程式 (例 え ば porous media equatio n) 

の 初期値問題の解の i nterface (free bou ndary ) 

と t →∞の時の解の 漸近挙動の研究 を行っ て い る .
と く に ， 非線形の co nvectio n term， absorptio n 
term と diffusio nterm を も っ方程式 に お い て ， こ

れ ら 三項の絡み ぐ あ い か ら ， その解の一 般的な研

究 を 行 っ て い る . と く に 空間変数 x が N (> 1 )  

変数の場合の研究が主 であ る . 他方， 非線形の拡

散項が発散す る 場合の解の挙動 に 関 す る 研究 も 行
っ て い る .

2) 非線形 楕円型方程式の研究 ;
笹野一洋 :
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